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「
開
拓
農
家
の
概
要
」は
、

５
年
ご
と
の
農
林
業
セ
ン
サ

ス
の
農
林
業
経
営
体
調
査
の

結
果
か
ら
、
開
拓
農
家
（
以

下
、
開
拓
）
１
万
１
８
６
６

経
営
体
を
抽
出
し
て
主
要
な

項
目
に
つ
い
て
集
計
し
、
取

り
ま
と
め
て
い
る
。
開
拓
の

主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
。

▼
経
営
規
模
拡
大
が
進
展

開
拓
は
、
経
営
耕
地
面
積

が
大
き
い
農
家
の
割
合
が
高

く
、
大
規
模
化
が
進
ん
で
い

る
。１０

年
か
ら
２０
年
の
都
府
県

の
開
拓
は
、
１
〜
２
㌶
層
が

減
少
し
５
㌶
以
上
層
が
増
加

し
て
い
る
（
図
１
）
。
同
じ

く
北
海
道
で
も
１０
〜
２０
㌶
層

が
減
少
し
、
３０
㌶
以
上
層
で

増
加
し
て
い
る
。

▼
野
菜
類
が
増
加
し
酪
農

が
減
少

農
業
経
営
形
態
別
農
家
数

の
単
一
経
営
の
割
合
は
、
７８

〜
８０
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
。
単
一
経
営
の

内
訳
を
み
る
と
、野
菜
類（
２２

％
）
が
増
加
し
、
酪
農
（
１６

％
）
や
稲
作
（
３２
％
）
が
減

少
し
て
い
る
（
図
２
）
。
稲

作
が
全
体
で
一
番
多
い
割
合

と
な
っ
て
い
る
。

肉
用
牛
・
養
豚
・
養
鶏
の

畜
産
は
１０
年
か
ら
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
。

▼
若
い
年
齢
層
の
基
幹
的

農
業
従
事
者

男
子
１２
％
、

女
子
８
％

基
幹
的
農
業
従
事
者
の
男

子
の
年
齢
別
割
合
に
つ
い
て

み
る
と
、
１５
〜
３９
歳
の
若
い

年
齢
層
で
は
都
府
県
１１
％
、

北
海
道
２２
％
。
６５
歳
以
上
の

割
合
は
都
府
県
５７
％
、
北
海

道
３２
％
と
な
っ
て
い
る
。

女
子
の
年
齢
別
割
合
に
つ

い
て
み
る
と
、
１５
〜
３９
歳
の

若
い
年
齢
層
で
は
都
府
県
５

％
、
北
海
道
１４
％
。
６５
歳
以

上
の
割
合
は
都
府
県
５７
％
、

北
海
道
３３
％
と
な
っ
て
い

る
。前

回
の
５
年
前
と
比
べ
て

男
女
と
も
、
若
い
年
齢
層
の

割
合
は
減
り
、
高
年
齢
層
の

割
合
が
増
え
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。

▼
農
家
の
法
人
化
が
加
速

開
拓
の
法
人
化
し
て
い
る

割
合
は
、
全
国
で
７
・
６
％

（
前
回
１
・
４
％
）
と
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。

法
人
形
態
で
は
、都
府
県
、

北
海
道
と
も
株
式
会
社
が
最

も
多
く
、
次
い
で
農
事
組
合

法
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

２
つ
の
形
態
で
都
府
県
で
は

法
人
数
の
８７
％
、
北
海
道
で

は
９２
％
を
占
め
て
い
る
。

▼
青
色
申
告

５２
％

今
回
、
新
し
い
項
目
と
し

て
公
表
し
た
の
が
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
家
で
、

全
国
で
５２
％
、
都
府
県
が
４７

％
、
北
海
道
が
８６
％
と
な
っ

て
い
る
。

▼
デ
ー
タ
を
活
用

２５
％

も
う
一
つ
の
新
し
い
項
目

は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
農

業
を
行
っ
て
い
る
農
家
で
、

全
国
で
２５
％
、
都
府
県
で
２２

％
、
北
海
道
が
４５
％
と
な
っ

て
い
る
。

開
拓
は
、
規
模
拡
大
や
法

人
化
、
野
菜
な
ど
の
高
付
加

価
値
産
物
の
生
産
、
デ
ー
タ

の
活
用
な
ど
、
新
し
い
開
拓

地
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
が

ら
発
展
し
て
い
る
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
は
こ
の
ほ
ど
、
２２
年
度
調
査
・
研
究
事
業
で
２０
年
版
「
開
拓
農

家
の
概
要
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
２０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
基
に
開
拓
農
家

の
実
態
を
把
握
し
た
も
の
で
、２０
年
２
月
現
在
の
開
拓
農
家
戸
数
は
約
３
万
４
千
戸（
１５

年
は
約
４
万
３
千
戸
）
と
推
計
し
た
。
ま
た
、
経
営
規
模
拡
大
の
進
展
や
農
家
の
法
人

化
が
加
速
し
て
い
る
な
ど
、
開
拓
農
家
の
特
徴
を
導
き
出
し
て
い
る
。

福
島
原
発
事
故
か
ら
１２
年

た
っ
た
今
年
の
３
月
１１
日
、

「
飯
舘
村
べ
こ
や
の
母
ち
ゃ

ん
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
〜
」

と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
が
東
京
・
ポ
レ
ポ
レ
東

中
野
で
上
映
さ
れ
、
古
居
み

ず
え
監
督
、
出
演
者
の
中
島

信
子
さ
ん
と
長
谷
川
花
子
さ

ん
が
舞
台
挨
拶
を
行
っ
た
。

こ
の
映
画
は
古
居
監
督

が
、
原
発
事
故
が
起
こ
っ
て

間
も
な
い
４
月
か
ら
飯
舘
村

に
入
り
、
放
射
能
に
振
り
回

さ
れ
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り

と
地
に
足
を
つ
け
て
歩
い
て

き
た
母
ち
ゃ
ん
た
ち
と
、
今

日
ま
で
一
緒
に
過
ご
し
た
記

録
の
集
大
成
。

福
島
県
相
馬
郡
飯
舘
村

は
、県
の
北
東
部
に
位
置
し
、

原
発
の
北
西
に
あ
た
る
。
１１

年
４
月
２２
日
に
は
計
画
的
避

難
区
域
に
指
定
さ
れ
、
全
村

避
難
が
決
定
（
村
へ
の
行
き

来
は
自
由
に
で
き
た
）
。

３
人
の
べ
こ
や
の
母
ち
ゃ

ん
た
ち
は
辛
い
選
択
を
迫
ら

れ
る
。

☆
中
島
信
子
さ
ん

信
子
さ
ん
の
両
親
は
満
州

開
拓
団
に
参
加
し
、
戦
後
、

想
像
を
絶
す
る
苦
労
の
末
、

飯
舘
村
に
帰
っ
て
き
て
、
新

た
な
開
拓
を
貫
い
て
き
た
。

中
学
生
の
頃
か
ら
４５
年
間

酪
農
を
や
っ
て
き
て
、
和
牛

繁
殖
に
切
り
替
え
る
最
中
に

事
故
が
起
こ
っ
た
。

今
後
ど
う
す
る
か
悩
み
な

が
ら
、
同
年
７
月
ま
で
残
っ

て
牛
の
行
き
先
を
決
め
た
。

飯
舘
村
で
は
牛
を
一
頭
も
餓

死
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
市
場

な
ど
に
出
荷
で
き
た
。

信
子
さ
ん
の
比
曽
地
区
は

放
射
線
量
が
多
い
地
区
で
、

除
染
作
業
が
始
ま
っ
て
も
放

射
線
量
は
下
が
り
き
ら
な

い
。
信
子
さ
ん
夫
婦
は
、
帰

村
で
は
な
く
、
南
相
馬
市
に

住
み
、
牧
草
地
を
自
分
達
で

掘
り
か
え
し
て
耕
し
た
畑

に
、毎
日
通
う
こ
と
に
し
た
。

「
飯
舘
が
こ
ん
な
に
い
い
と

こ
ろ
だ
と
思
わ
な
か
っ
た
」

☆
原
田
公
子
さ
ん

公
子
さ
ん（
実
家
は
開
拓
）

は
息
子
た
ち
と
離
れ
、
１
０

０
㌔
離
れ
た
村
に
移
住
し
て

牛
飼
い
を
続
け
て
い
る
。

☆
長
谷
川
花
子
さ
ん

酪
農
業
を
長
男
が
継
い
で

ま
も
な
く
事
故
が
発
生
し
、

長
男
家
族
な
ど
は
千
葉
県
に

避
難
。
８
月
ま
で
牛
の
処
分

が
か
か
り
、
そ
の
後
、
花
子

さ
ん
夫
婦
と
義
両
親
は
仮
設

住
宅
に
避
難
し
た
。

１４
年
か
ら
の
除
染
作
業
は

不
完
全
だ
っ
た
が
、
１７
年
に

避
難
指
示
解
除
と
な
っ
た
と

き
、
義
両
親
の
希
望
も
あ
り

飯
舘
村
に
帰
郷
し
た
。

こ
の
映
画
は
全
国
で
上
映

さ
れ
、
今
後
は
自
主
上
映
会

を
受
け
付
け
る
。
詳
細
は
同

映
画
公
式
サ
イ
ト
ま
で
。

２３
年
度
の
予
算
が
３
月
２８

日
の
参
議
院
本
会
議
で
与
党

の
賛
成
多
数
で
可
決
、
成
立

し
た
。
一
般
会
計
総
額
は
１

１
４
兆
３
８
１
２
億
円
で
過

去
最
大
。

農
林
水
産
関
係
は
、
概
算

要
求
通
り
２
兆
２
６
８
３
億

円
（
前
年
よ
り
９４

億
円
減
）
を
計
上

し
た
。
主
な
項
目

は
次
の
と
お
り
。

食
料
安
全
保
障

の
強
化
に
向
け
た

対
策
２
８
３
億
円

（
同
３６
億
円
増
）

安
定
的
な
輸
入

と
適
切
な
備
蓄
を

組
み
合
わ
せ
つ

つ
、
水
田
の
畑
地

化
支
援
に
よ
り
収

益
性
の
高
い
野
菜

や
国
内
で
自
給
で

き
て
い
な
い
麦
・
大
豆
な
ど

畑
作
物
の
生
産
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
海
外
に
依
存
し

た
肥
料
・
飼
料
な
ど
の
国
内

生
産
を
推
進
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
等
２
９
４
０
億
円
（
同

１
１
０
億
円
減
）

主
食
用
米
の
需
要
が
減
少

す
る
な
か
、
補
助
金
に
よ
っ

て
飼
料
用
米
な
ど
へ
の
転
作

を
毎
年
繰
り
返
し
て
い
る
状

況
か
ら
脱
却
し
、
野
菜
や
麦

・
大
豆
な
ど
、
需
要
の
あ
る

作
物
生
産
へ
の
シ
フ
ト
を
進

め
る
た
め
、
水
田
を
畑
地
化

し
て
生
産
に
取
り

組
む
農
業
者
を
支

援
（
畑
作
物
の
定

着
ま
で
の
一
定
期

間
の
支
援
や
、
土

地
改
良
区
の
地
区

除
外
決
済
金
の
支

援
等
）
。

加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
３
３

１
億
円
（
同
１８
億

円
増
）

飼
料
価
格
の
高

騰
等
に
よ
る
畜
産

・
酪
農
の
生
産
費

の
上
昇
を
踏
ま
え
、
生
乳
の

生
産
費
上
昇
の
適
正
な
価
格

転
嫁
に
向
け
た
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
へ
の
支
援
、
さ
ら
に

は
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
の
単
価
引
き
上
げ
な
ど
の

実
施
に
よ
り
、
畜
産
・
酪
農

の
安
定
的
な
経
営
を
推
進
。

規
模
拡
大
・
法
人
化
が
進
む

規
模
拡
大
・
法
人
化
が
進
む

２０
年
版
開
拓
農
家
の
概
要
全
国
開
拓

振
興
協
会

２３年度予算成立 過去最大
農林水産関係は９４億円減

～それぞれの選択～ ドキュメンタリー映画公開

「飯舘村べこやの母ちゃん」「飯舘村べこやの母ちゃん」
福島原発事故から１２年 故郷への想い

写
真
上
：
故
郷
、
飯
舘
村
の
景

色
と
中
島
さ
ん

Ⓒ
Ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
ｅ

Ｆ
ｕ
ｒ
ｕ
ｉ

２

０
２
２

写
真
下
：
舞
台
挨
拶
す
る
中
島

さ
ん
（
右
）
と
長
谷
川
さ
ん

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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食
糧
自
給
体
制
の
高
度
化

丸
本
彰
造
著『
食
糧
戰
爭
』

（
新
大
衆
社
／
１
９
４
４
年
）

と
い
う
本
が
あ
る
。
太
平
洋

戦
争
下
で
戦
局
が
悪
化
し
始

め
た
４３
年
１２
月
に
書
か
れ
て

い
る
。
本
書
は
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ

ふ
ん
し
ょ

か
ら
焚
書
（
書
籍
を
焼
き
捨

て
る
こ
と
、
学
問
・
思
想
圧

迫
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ

た
）
と
し
て
世
の
中
か
ら
消

さ
れ
た
本
で
あ
る
。

丸
本
氏
は
、
陸
軍
少
将
・

は
い

が

胚
芽
米
普
及
会
長
の
立
場

で
、
女
子
栄
養
大
学
『
栄
養

と
料
理
』
（
３８
年
第
４
巻
第

９
号
）
に
「
胚
芽
米
ま
す
ま

す
普
及
の
要
に
つ
い
て
」
を

著
す
な
ど
、
栄
養
知
識
、
食

材
管
理
、
調
理
法
に
至
る
ま

で
具
体
的
な
知
識
が
豊
富

で
、
兵
士
の
食
糧
管
理
を
統

括
し
て
い
た
。

丸
本
氏
は
、
政
府
の
「
食

糧
増
産
応
急
対
策
要
綱
」（
４３

年
６
月
４
日
）
を
、
一
言
で

言
え
ば
、
「
安
定
せ
る
食
糧

自
給
体
制
を
確
立
す
る
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く

す
こ
と
」
だ
と
し
て
評
価
し

て
い
る
。

氏
は
「
食
糧
自
給
体
制
の

高
度
化
」を
力
説
し
て
い
る
。

食
糧
自
給
自
足
政
策
が
困
難

だ
と
主
張
し
、
国
民
食
糧
を

外
地
依
存
に
委
ね
る
論
者
が

い
る
が
、
国
防
国
家
建
設
の

見
地
か
ら
す
れ
ば
危
険
で
あ

る
。
内
地
に
お
い
て
も
可
能

な
限
り
各
地
域
ご
と
に
食
糧

自
給
自
足
を
施
策
す
る
の
が

要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
農
村
は
国
の

本
」
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
言
う
。
食
糧
こ
そ
国
防
の

第
一
線
で
あ
る
。
食
糧
確
保

と
民
族
増
強
の
基
地
た
る
農

村
の
振
興
が
最
も
必
要
で
あ

る
。
農
村
の
消
長
は
国
運
の

消
長
、
農
村
の
興
発
は
国
家

の
興
発
を
左
右
す
る
。

外
国
依
存
主
義
は
亡
国

近
年
で
は
、
商
工
主
義
・

重
商
主
義
に
傾
き
農
業
が
疎

ん
じ
ら
れ
た
向
き
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ら
は
貿
易
主
義
、

外
国
依
存
主
義
で
あ
り
、
①

食
糧
の
独
立
を
軽
視
し
、
②

国
防
の
基
礎
を
危
う
く
し
、

③
結
局
亡
国
と
な
る
。
農
業

を
国
の
本
と
せ
ず
軽
視
す
る

国
は
危
険
で
あ
る
。
食
糧
の

確
保
と
民
族
の
増
強
が
伴
わ

な
い
都
市
の
繁
栄
政
策
は
決

し
て
国
家
を
興
隆
す
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
丸
本
氏
は
、
３３
年

が
大
豊
作
で
「
米
価
低
下
で

農
家
が
困
難
す
る
、
減
反
す

べ
き
」
と
減
反
政
策
が
決
定

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
「
大
豊

作
だ
か
ら
と
言
っ
て
減
反
す

る
の
は
国
防
の
将
来
を
危
う

く
す
る
の
み
あ
ら
ず
、
農
民

心
理
に
悪
く
影
響
す
る
。
農

民
は
国
民
食
糧
の
供
給
を
天

職
と
し
て
一
粒
で
も
多
く
生

産
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

こ
の
際
、
国
家
が
買
い
上
げ

全
国
の
倉
庫
に
籾
貯
蔵
す
べ

き
で
あ
る
」
と
反
論
し
た
。

次
の
よ
う
に
も
主
張
し
て

い
る
。

食
糧
は
国
内
に
お
い
て
も

で
き
る
だ
け
そ
の
土
地
で
供

給
で
き
る
よ
う
に
あ
り
た

い
。
工
場
の
立
地
は
食
糧
の

立
地
と
一
致
す
べ
き
で
あ

り
、
農
家
も
自
ら
の
食
糧
を

自
給
す
る
こ
と
に
重
点
を
置

く
べ
き
で
あ
る
。
「
人
体
の

在
る
所
に
は
人
体
を
作
り
上

げ
る
食
糧
が
そ
の
付
近
に
あ

る
こ
と
」
を
原
則
と
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
て
、
《
農

業
の
姿
を
都
市
に
も
及
ぼ

せ
》
が
私
の
主
張
で
あ
る
。

「
食
糧
増
産
応
急
対
策
要

綱
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
休

閑
地
こ
そ
食
糧
の
増
産
に
利

用
す
べ
き
貴
重
な
る
国
土
で

あ
る
。
一
国
民
と
し
て
推
進

で
き
る
こ
と
が
休
閑
地
の
活

用
で
あ
る
。
今
や
家
庭
に
お

い
て
は
出
来
る
だ
け
閑
地
で

豆
や
野
菜
を
栽
培
し
自
給
に

努
め
る
の
が
肝
要
で
あ
る
。

玄
米
食
と
併
せ
て
「
あ
ら

ゆ
る
創
意
工
夫
を
発
揮
し
て

国
民
食
糧
の
自
給
確
保
の
た

め
一
路
邁
進
す
べ
き
」
と
の

見
地
か
ら
パ
ン
食
普
及
を
提

唱
す
る
。
食
糧
に
対
す
る
絶

対
安
全
感
の
確
立
の
た
め
に

は
、
米
飯
中
心
の
食
生
活
を

多
角
化
し
危
険
分
散
を
図
る

こ
と
で
あ
る
。そ
の
際
の「
パ

ン
」は
日
本
的
パ
ン
で
あ
り
、

全
国
１
千
万
の
学
童
に
対
し

栄
養
パ
ン
の
学
校
給
食
を
実

施
す
る
。

米
国
の
意
図
は
実
現

さ
れ
た

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本
占
領
政
策

の
第
一
は
、
日
本
農
業
を
弱

体
化
し
て
食
料
自
給
率
を
低

め
、
①
日
本
を
米
国
の
余
剰

農
産
物
の
処
分
場
と
す
る
こ

と
、
②
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本

人
を
支
配
し
、
③
米
国
に
対

抗
で
き
る
よ
う
な
強
国
に
さ

せ
な
い
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

①
の
た
め
に
は
、
日
本
人
が

コ
メ
の
代
わ
り
に
米
国
産
小

麦
に
依
存
す
る
よ
う
に
す
る

学
校
給
食
を
使
っ
た
洗
脳
政

策
も
行
わ
れ
た
。

本
書
は
、
食
糧
こ
そ
国
防

の
第
一
で
あ
り
、
外
国
依
存

主
義
は
、
食
糧
の
独
立
を
軽

視
し
、
結
局
亡
国
と
な
る
。

農
業
を
国
の
本
と
せ
ず
軽
視

す
る
国
は
危
険
と
し
、
食
糧

自
給
自
足
国
を
掲
げ
、か
つ
、

玄
米
と
日
本
的
パ
ン
の
普
及

も
提
唱
し
た
。
ま
さ
に
、
米

国
の
思
惑
と
見
事
に
ぶ
つ
か

る
、
日
本
人
に
認
識
さ
せ
て

は
な
ら
ぬ
「
真
実
」
が
こ
こ

に
あ
る
。

丸
本
氏
の
著
書
の
中
で
、

『
食
糧
戰
爭
』
の
１
冊
だ
け

が
焚
書
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
内
容
が
、
い
か
に

米
国
の
占
領
政
策
と
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
し
た
か
が
わ
か
る
。

米
国
の
意
図
が
成
功
し
た
こ

と
は
、
題
名
が
類
似
す
る
拙

著
『
食
の
戦
争
〜
米
国
の
罠

に
落
ち
る
日
本
』
（
文
春
新

書
／
１３
年
）
以
降
の
著
作
で

鈴
木
が
解
説
し
て
き
た
食
と

農
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
が

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

食
料
・
農
業
危
機
に
直
面

す
る
今
の
日
本
こ
そ
が
、
丸

本
氏
の
提
言
を
実
施
す
べ
き

で
あ
る
が
、
や
は
り
、
残
念

な
が
ら
、
現
実
は
そ
の
逆
に

向
か
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
焚
書
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。

３
月
１７
日
、（
一
社
）中
央

酪
農
会
議
が
「
日
本
の
酪
農

経
営
実
態
調
査
（
２
０
２

３
）」の
結
果
を
公
表
し
た
。

酪
農
家
１
５
７
人
が
対
象
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
飼
料
価

格
や
燃
料
費
・
光
熱
費
の
上

昇
、
子
牛
販
売
価
格
の
下
落

等
で
経
営
は
悪
化
、
酪
農
家

の
８４
・
７
％
が
赤
字
経
営
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
４０
％
以

上
は
１
ヵ
月
の
赤
字
が
１
０

０
万
円
以
上
に
及
ぶ
。

経
営
悪
化
の
要
因

酪
農
経
営
を
続
け
る
中
で

打
撃
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

聞
く
と
、
「
飼
料
価
格
の
上

昇
」
（
９７
・
５
％
）
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
子
牛
販
売

価
格
の
下
落
」（
９１
・
７
％
）、

「
燃
料
費
・
光
熱
費
の
上
昇
」

（
８５
・
４
％
）
だ
っ
た
。

ま
た
、
経
営
悪
化
に
よ
っ

て
受
け
た
影
響
は
「
将
来
に

向
け
た
牧
場
の
投
資
の
減

少
」
（
６８
・
８
％
）
や
「
借

入
金
の
増
加
」（
５８
・
６
％
）

に
と
ど
ま
ら
ず
、
約
２
割
が

「
牛
の
飼
育
頭
数
の
減
少
」

（
２１
・
０
％
）
と
答
え
て
お

り
、
酪
農
家
の
経
営
基
盤
が

大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。

さ
ら
に
は
、「
家
族
の
生
活

費
削
減
」
（
５５
・
４
％
）
や

「
子
ど
も
の
教
育
費
削
減
」

（
１５
・
３
％
）な
ど
、
家
計
の

切
り
詰
め
に
踏
み
込
ま
ざ
る

を
得
な
い
酪
農
家
も
多
い
。

酪
農
家
が
望
む
取
り
組
み

今
後
、
酪
農
経
営
継
続
に

当
た
り
、
望
む
取
り
組
み
と

し
て
は
、
「
飼
料
価
格
の
抑

制
」（
９１
・
７
％
）、
「
生
乳

販
売
価
格
の
上
昇
」（
８９
・
２

％
）が
挙
げ
ら
れ
た（
図
）。

６
割
が
離
農
を
検
討

酪
農
経
営
を
続
け
る
中
で

離
農
を
考
え
た
経
験
を
聞
く

と
、
２４
・
８
％
が
「
よ
く
あ

る
」、３３
・
１
％
が
「
た
ま
に

あ
る
」と
答
え
、６
割
の
酪
農

家
が
離
農
を
考
え
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
酪
農
経
営
を

続
け
て
い
る
の
か
を
聞
く

と
、
「
自
分
自
身
・
家
族
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
」（
８５

・
４
％
）
、
「
借
金
を
返
済

す
る
た
め
」
（
６４
・
３
％
）

と
い
う
理
由
に
加
え
、
酪
農

家
の
半
数
が
「
日
本
の
食
の

基
盤
を
維
持
す
る
た
め
」「
飼

育
し
て
い
る
牛
に
愛
着
が
あ

る
か
ら
」
と
答
え
て
い
る
。

社
会
に
訴
え
る
酪
農
の
声

酪
農
経
営
が
悪
化
す
る
中

で
、
社
会
に
伝
え
た
い
こ
と

を
聞
く
と
、
「
こ
の
ま
ま
で

は
破
産
し
て
し
ま
う
」、「
休

み
も
な
く
、
利
益
も
な
い
の

な
ら
続
け
る
意
味
が
あ
る
の

か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
」
、

「
も
っ
と
、
酪
農
を
理
解
し

て
欲
し
い
、知
っ
て
欲
し
い
」

と
の
声
が
上
が
っ
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
事
業
連
合
生

活
協
同
組
合
連
合
会（
以
下
、

生
活
ク
ラ
ブ
）は
４
月
１２
日
、

東
京
・
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
酪
農
応
援
！
生

活
ク
ラ
ブ
牛
乳
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
た
。

提
携
す
る
酪
農
家
が
、
資

材
価
格
の
高
騰
や
子
牛
価
格

の
暴
落
な
ど
の
影
響
に
よ
り

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と

を
受
け
、
生
産
者
と
消
費
者

が
共
に
考
え
る
た
め
に
開
か

れ
た
。

基
調
講
演
で
㈱
資
源
・
食

糧
問
題
研
究
所
代
表
の
柴
田

明
夫
氏
が
畜
産
危
機
の
現
状

を
解
説
し
、
「
ミ
ル
ク
一
万

年
の
会
」
代
表
世
話
人
前
田

浩
文
氏
が
「
生
産
者
と
消
費

者
が
協
創
す
る
地
域
酪
農
の

新
し
い
カ
タ
チ
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
酪
農
家
の
三
村

誠
一
氏
と
佐
藤
勝
彦
氏
、
組

合
員
の
萩
原
つ
な
よ
氏
も
登

壇
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
村
上
彰
一
生
活
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
の
も
と
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

酪
農
家
か
ら
は
苦
し
い
経

営
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
酪
農
と
消
費
者

の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
で
は
「
牛
乳

応
援
基
金
」
と
し
て
、
牛
乳

１
品
目
に
つ
き
一
律
２
円
を

共
同
購
入
価
格
に
プ
ラ
ス

し
、
提
携
す
る
酪
農
家
に
定

期
的
に
寄
付
し
、
生
産
費
の

補
て
ん
な
ど
に
役
立
て
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
酪
農
へ
の
心
強
い
応
援

で
あ
る
。

配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊
急

対
策
と
し
て
、
２２
年
度
第
４

四
半
期
（
２３
年
１
〜
３
月
）

の
配
合
飼
料
に
対
し
て
８
５

０
０
円
／
㌧
が
補
て
ん
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
補

て
ん
は
第
３
四
半
期
の
６
７

５
０
円
／
㌧
に
続
く
２
期

目
。前
期
と
変
わ
っ
た
の
は
、

補
て
ん
単
価
と
、
事
業
実
施

主
体
が
国
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

（
農
畜
産
業
振
興
機
構
）
に

移
っ
た
こ
と
。

第
３
四
半
期
に
す
で
に
参

加
し
て
い
る
生
産
者
は
、
参

加
申
込
書
兼
補
填
金
交
付
申

請
書
の
み
を
提
出
す
る
。

当
期
も
、
生
産
コ
ス
ト
削

減
や
飼
料
自
給
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
前
期
の

継
続
と
い
う
形
で
、
新
た
に

計
画
書（
取
組
確
認
表
）は
提

出
し
な
く
て
良
い
（
新
規
で

申
請
す
る
場
合
は
必
要
）
。

配
合
飼
料
価
格
の
高
止
ま

り
が
長
期
化
し
た
こ
と
か

ら
、
当
期
の
配
合
基
金
の
補

て
ん
金
は
前
期
の
７
７
５
０

円
／
㌧
よ
り
か
な
り
の
減
額

が
予
想
さ
れ
る
。

今
回
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
生
産
者
は
４
月
の
中
〜

下
旬
ま
で
に
配
合
飼
料
購
入

数
量
を
確
定
さ
せ
て
申
請
す

る
。
５
月
下
旬
に
補
て
ん
金

を
交
付
す
る
予
定
。

食
料
・
農
業

知
っ
て
お
き
た
い
話

第
１２０
回

第４四半期８５００円

農
村
は
国
の
本
〜
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
消
さ
れ
た
本

配合飼料価格高騰
緊急特別対策事業

東
京
大
学
教
授

鈴
木
宣
弘
氏

酪
農
家
の
８５
％
が
赤
字
経
営

「
酪
農
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」の
声

消費者からの心強いエール

「酪農応援！」
生活クラブ連合会
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長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智

村
に
あ
る
「
満
蒙
開
拓
平

和
記
念
館
」
が
、
今
年
で

開
館
１０
周
年
を
迎
え
る
。

そ
の
記
念
と
し
て
、
王
希

奇
（
ワ
ン
シ
ー
チ
ー
）
作

「
一
九
四
六
」
展
が
３
月

２１
〜
２６
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
大
変
多
く
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。

「
一
九
四
六
」
と
い
う

絵
画
は
、
中
国
人
画
家
の

王
希
奇
氏
が
、
戦
後
日
本

人
が
満
州
か
ら
引
き
揚
げ

る
と
き
の
港
の
様
子
を
描

い
た
も
の
。
縦
３
㍍
、
横

２０
㍍
の
壮
大
な
絵
画
で
、

よ
く
見
る
と
群
衆
一
人
一

人
の
表
情
が
じ
つ
に
リ
ア

ル
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

同
記
念
館
は
、
一
般
社
団

法
人
と
し
て
２
０
１
３
年
４

月
２５
日
に
開
館
し
た
。

満
蒙
開
拓
団
は
青
少
年
義

勇
軍
を
含
め
約
２７
万
人
と
言

わ
れ
て
お
り
、
中
で
も
長
野

県
は
約
３
万
３
千
人
と
全
国

一
の
人
数
と
な
っ
て
い
る
。

館
長
の
寺
沢
秀
文
氏
（
松

川
町
・
増
野
開
拓
の
２
世
）

は
、
飯
田
日
中
友
好
協
会
の

一
員
で
も
あ
り
、
中
国
残
留

孤
児
の
引
き
揚
げ
支
援
を
し

て
い
る
時
に
、
開
拓
団
の
関

係
者
が
非
常
に
多
い
こ
と
に

気
付
き
、
開
拓
団
の
こ
と
を

調
べ
よ
う
と
し
た
。し
か
し
、

そ
の
資
料
館
の
よ
う
な
も
の

が
全
国
に
な
い
の
で
、
一
番

多
く
の
開
拓
団
を
出
し
て
い

る
長
野
で
作
る
こ
と
に
し

た
。

ま
た
、
館
長
の
両
親
も
満

蒙
開
拓
に
参
加
し
て
い
た

が
、
そ
の
時
の
こ
と
を
館
長

に
「
地
元
満
州
の
人
た
ち
の

土
地
を
取
り
上
げ
て
作
っ
た

も
の
で
、
本
当
の
開
拓
で
は

な
か
っ
た
。
彼
ら
に
は
申
し

訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
」
と
話
し
て

い
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
思
い
が
、
同

記
念
館
に
込
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
歴
史
を
後
世
に
残

す
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。

０６
年
に
記
念
館
を
作
る
動

き
が
始
ま
っ
た
。
募
金
が
４

千
万
円
集
ま
り
、
よ
う
や
く

林
野
庁
や
長
野
県
な
ど
行
政

の
賛
同
も
得
て
、
ほ
ぼ
同
額

の
予
算
が
つ
き
、
着
工
に
こ

ぎ
つ
け
た
。

展
示
内
容

①
序
章

日
本
が
戦
争
へ
向
か
う
足

取
り
と
、
満
蒙
開
拓
が
国
策

と
し
て
推
進
さ
れ
た
当
時
の

資
料
。

②
大
陸
へ

か
つ
て
の
満
州
の
風
景
と

開
拓
団
の
人
々
の
映
像
と
写

真
を
展
示
。

③
新
天
地
・
満
州

当
時
の
住
居
の
一
部
を
再

現
し
た
模
型
や
、
訓
練
所
の

様
子
、
満
州
か
ら
の
は
が
き

な
ど
の
寄
贈
さ
れ
た
資
料
。

④
敗
戦
と
逃
避
行

凄
惨
を
極
め
た
逃
避
行

や
、
収
容
所
生
活
な
ど
の
絵

画
を
交
え
て
伝
え
て
い
る
。

ソ
連
軍
の
侵
攻
ル
ー
ト
や
、

関
東
軍
の
戦
略
地
図
な
ど
が

あ
り
、
開
拓
団
の
置
か
れ
た

状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

⑤
証
言

満
蒙
開
拓
体
験
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
記
憶
を
文
章
に
し
て

展
示
。
本
人
の
証
言
映
像
も

上
映
し
て
い
る
。

⑥
引
き
揚
げ
・
再
出
発

４６
年
か
ら
始
ま
る
引
き
揚

げ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
ス

ケ
ッ
チ
や
、
国
内
で
の
再
入

植
な
ど
、
戦
後
も
続
い
た
苦

労
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦
望
郷

中
国
残
留
孤
児
の
引
き
揚

げ
支
援
に
つ
い
て
紹
介
。

⑧
平
和
な
未
来
へ

満
蒙
開
拓
の
歴
史
か
ら
何

を
学
ぶ
の
か
、
当
記
念
館
は

問
い
か
け
て
い
る
。

全
開
連
開
拓
豚
部
会
（
通

称
開
拓
豚
友
の
会
）
九
州
支

部
に
よ
る
研
修
会
が
、
３
月

２０
日
に
佐
賀
県
武
雄
市
で
開しゅん

催
さ
れ
た
。講
演
会
場
の「
春

け
い

や

慶
屋
」
に
は
、
支
部
会
員
や

開
拓
関
係
機
関
、
佐
賀
県
畜

産
試
験
場
の
職
員
な
ど
１３
名

が
参
集
し
た
。

平
木
勇
支
部
長
の
挨
拶
の

後
、
佐
賀
県
畜
産
試
験
場
の

講
師
が
講
演
を
行
っ
た
。

第
一
部
で
は
、
同
試
験
場

中
小
家
畜
部
長
の
大
曲
秀
明

氏
が
「
佐
賀
県
試
験
場
で
の

繁
殖
新
技
術
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。

第
二
部
で
は
、
同
中
小
家

畜
部
中
小
家
畜
研
究
担
当
技

師
の
中
西
涼
香
氏
が
「
佐
賀

県
畜
産
試
験
場
で
の
肥
育
関

連
の
試
験
に
つ
い
て
」
、
第

三
部
で
は
同
中
小
家
畜
部
畜

産
環
境
研
究
担
当
技
師
の
本

村
勇
貴
氏
が
「
佐
賀
県
畜
産

試
験
場
の
廃
水
処
理
技
術
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
行
っ
た
。
（
講

演
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
号

よ
り
技
術
面
に
て
掲
載
予

定
）当

部
会
が
開
催
さ
れ
る
の

は
、
２０
年
以
来
３
年
ぶ
り
と

な
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
こ
れ
ま
で
会
え
な

か
っ
た
会
員
も
お
り
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
大
い
に
盛
り

上
が
る
研
修
と
な
っ
た
。

き

つ

き

く
に
さ
き

大
分
県
杵
築
市
は
国
東
半

島
南
部
に
位
置
し
、
温
暖
な

気
候
の
城
下
町
。

三
光
坊
開
拓
は
市
北
部
の

丘
陵
地
に
あ
る
。
初
め
に
入

植
し
た
の
は
満
州
開
拓
団
か

ら
愛
媛
県
に
戻
っ
て
き
た
１０

名
の
開
拓
者
た
ち
。

満
州
か
ら
４６
年
末
に
引
き

揚
げ
て
き
て
、
愛
媛
に
戻
っ

て
い
た
が
、
４８
年
に
ま
ず
男

性
１０
名
が
入
植
し
て
き
た
。

全
て
人
力
で
、
一
鍬
一
鍬
耕

し
て
き
た
。
家
も
自
分
た
ち

で
建
て
、
翌
年
家
族
が
や
っ

て
き
て
本
格
的
な
開
拓
生
活

が
始
ま
っ
た
。

以
前
よ
り
、
愛
媛
で
は
ミ

カ
ン
は
金
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
が
、
苗
木
を
買

っ
て
成
木
ま
で
４
〜
５
年
待

つ
と
い
う
余
裕
が
当
初
は
な

く
、
と
に
か
く
少
し
で
も
食

べ
て
い
け
る
、
す
ぐ
金
に
な

る
作
物
を
選
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
こ
の
丘
陵
地
は
強
酸

性
土
壌
で
、
芋
さ
え
も

な
か
な
か
芽
が
出
な

い
、
ダ
イ
コ
ン
も
ま
っ

す
ぐ
伸
び
な
い
よ
う
な

土
地
だ
っ
た
。
す
ぐ
に

売
れ
る
ス
イ
カ
が
唯
一

の
武
器
だ
っ
た
。

初
め
の
こ
ろ
は
ス
イ

カ
や
野
菜
を
換
金
作
物

と
し
て
、
堆
肥
を
取
る

た
め
に
乳
牛
を
飼
っ
た
り
、

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
な
ど
の
花
の

栽
培
を
手
掛
け
た
り
し
た
が

そ
れ
ほ
ど
う
ま
く
い
か
ず
、

や
は
り
ミ
カ
ン
栽
培
は
目
標

と
し
て
常
に
考
え
て
い
た
。

数
年
で
割
り
当
て
ら
れ
た

１
㌶
の
８
割
を
開
墾
し
、
５０

年
頃
か
ら
ミ
カ
ン
の
苗
木
を

植
え
始
め
た
。

当
時
を
知
る
方
は
、
「
同

年
代
の
人
が
高
校
に
通
う
道

を
、
牛
ふ
ん
を
拾
っ
て
歩
く

の
は
本
当
に
恥
ず
か
し
か
っ

た
。
５３
年
に
電
気
が
よ
う
や

く
つ
い
て
ラ
ジ
オ
を
買
っ
た

時
と
、
５７
年
に
ミ
カ
ン
が
初

成
り
し
た
時
の
嬉
し
さ
だ
け

は
忘
れ
ら
れ
ん
」
と
話
す
。

５８
年
１０
月
に
三
光
坊
開
拓

農
協
が
設
立
さ
れ
た
。
同
年

か
ん
き
つ
こ
う

し

杵
築
市
が
「
柑
橘
興
市
（
柑

橘
で
市
を
興
す
）
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
積
極
的
に
ミ
カ
ン

の
振
興
政
策
を
講
じ
た
。

ミ
カ
ン
の
先
進
県
で
あ
る

愛
媛
か
ら
技
術
者
を
招
い

て
、
懸
命
に
取
り
組
み
、
一

躍
ミ
カ
ン
の
先
進
地
と
な
っ

て
い
っ
た
。

ミ
カ
ン
栽
培
に
適
し
て
い

た
こ
の
土
地
に
、
愛
媛
県
を

始
め
多
く
の
人
々
が
移
住
し

て
き
た
。

６８
年
に
ミ
カ
ン
価
格
が
暴

落
し
て
苦
し
ん
だ
が
、
７５
年

頃
か
ら
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン
に
重

点
を
置
い
て
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
地
は
な
だ
ら
か
な
丘

陵
が
多
く
、
ハ
ウ
ス
を
建
て

や
す
い
こ
と
も
あ
り
、
大
き

な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

写
真
の
記
念
碑
は
、
７５
年

６
月
に
建
立
さ
れ
、
ミ
カ
ン

の
郷
を
見
守
っ
て
い
る
。

肥
後
開
拓
農
協
は
３
月
２３

日
、
福
岡
食
肉
市
場
㈱
で
２２

年
度
枝
肉
共
進
会
を
開
催
し

た
。今

回
は
、
組
合
員
１１
名
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
交
雑
種
去
勢

牛
１
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
辻

浦
守
氏
の
出
品
牛
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。こ
の
牛
は
、

２４
・
７
ヵ
月
齢
、
枝
肉
重
量

６
３
９
・
１
㎏
、
ロ
ー
ス
芯

面
積
５８
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・
３

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
６
、
格
付
Ｂ

４
で
、
種
雄
牛
は
「
百
合
勝

安
」
だ
っ
た
。

出
品
牛
全
体
の
成
績
（
平

均
）
は
、
２５
・
１
ヵ
月
齢
、

枝
肉
重
量
が
５
９
６
・
７
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
６２
㎠
、
バ
ラ

厚
７
・
８
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
３

・
６
、
３
等
級
以
上
比
率
５５

％
、
４
等
級
以
上
比
率
９
％

だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

最
優
秀
賞

辻
浦
守

優
秀
賞

坂
本
英
博

優
良
賞

永
田
信
二

ハウスミカンのパイオニア

満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満
蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙蒙
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

大分県杵築市・三光坊開拓

満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
絵
画
展
示

最優秀賞 辻浦守氏

写
真
上
：
王
希
奇
作

「
一
九
四
六
」全
景
、
中
：

「
一
九
四
六
」
の
詳
細
、

下
：
満
蒙
開
拓
平
和
記
念

館

肥後開拓農業協同組合

交雑種枝肉共進会

３
年
振
り
友
の
会
開
催

九
州
地
区
開
拓
豚
部
会
研
修
会
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屋
根
が
雪
を
被
る
１
月
２９

日
、
金
閣
原
谷
会
館
で
、
京はら

都
の
戦
後
開
拓
地
で
あ
る
原

だ
に谷

の
開
拓
の
歴
史
を
紹
介
す

る
展
示
「
写
真
と
映
像
か
ら

学
ぶ
原
谷
の
歴
史
展
」
が
催

さ
れ
た
。

主
催
は
立
命
館
大
学
の
北

村
順
生
教
授
と
ゼ
ミ
生
。
洛

北
開
拓
農
業
協
同
組
合
の
元

組
合
長
で
あ

る
前
原
英
彦

さ
ん
に
よ
る

講
演
も
行
わ

れ
、
来
場
者

に
は
前
原
さ

ん
の
著
書

「
原
谷
の
歴

史
」
も
贈
呈

さ
れ
た
。

◆
原
谷

は
、
旧
満
州

か
ら
の
引
き
揚
げ
者
が
多
く

を
占
め
る
開
拓
地
。
４８
（
昭

和
２３
）
年
・
４９
年
に
入
植
が

始
ま
り
、
１９
戸
の
入
植
者
と

６
戸
の
既
存
住
民
で
構
成
さ

れ
る
集
落
と
な
っ
た
。
洛
北

開
拓
農
協
は
４８
年
に
設
立
。

組
合
の
建
物
は
旧
陸
軍
第
１６

師
団
の
面
会
所
を
移
設
し
て

活
用
さ
れ
た
。

決
し
て
肥
沃
と
は
い
え
な

い
土
壌
だ
っ
た
が
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
ク
リ
、
大
麦
な
ど
を

生
産
。
耕
種
だ
け
で
は
上
手

く
い
か
ず
、
豚
や
牛
、
ニ
ワ

ト
リ
、
ヤ
ギ
な
ど
を
導
入
し

て
畜
産
も
行
っ
た
。

ラ
ン
プ
や
井
戸
に
頼
っ
た

厳
し
い
暮
ら
し
の
中
、
５０
年

に
襲
来
し
た
「
ジ
ェ
ー
ン
台

風
」
で
大
き
な
打
撃
も
受
け

た
。
厳
し
い

逆
境
に
耐

え
、
後
に
入

植
５
年
目
を

記
念
す
る
盛

大
な
運
動
会

も
開
催
。
５１

年
１１
月
２５
日

に
は
原
谷
の

守
護
神
だ
っ

た
弁
財
天
を

仁
和
寺
か
ら

移
し
、
地
域

の
拠
り
所
と

し
て
現
在
も

祀
っ
て
い

る
。原

谷
の
歴

史
を
映
し
た
写
真
に
は「〈
原

谷
の
農
業
〉
ト
マ
ト
の
共
同

出
荷
」
、
「
〈
原
谷
の
畜
産
〉

乳
牛
の
品
評
会

農
協
前
広

場
に
て
」
な
ど
の
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
が
付
け
ら
れ
、
当
時
の

情
景
と
と
も
に
紹
介
さ
れ

た
。◆

前
原
さ
ん
の
講
演
で

は
、
両
親
と
一
緒
に
入
植
し

た
開
拓
当
時
の
苦
労
な
ど
が

語
ら
れ
た
。
１９
人
の
入
植
者

の
う
ち
３
人
は
、
原
谷
の
厳

し
い
生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
、

離
農
。
火
事
に
も
見
舞
わ
れ

た
苦
闘
の
日
々
の
中
、
乳
牛

を
放
牧
す
る
ま
で
に
至
っ
た

が
、
不
動
産
業
者
の
土
地
売

買
が
激
し
く
な
り
宅
地
化
の

波
が
押
し
寄
せ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
前
原

さ
ん
は
原
谷
で
営
農
を
続

け
、
今
や
一
番
古
い
住
人
。

現
在
も
１５
戸
の
開
拓
農
家
の

子
孫
と
と
も
に
地
域
で
暮
ら

し
て
い
る
。

２０
年
間
組
合
長
を
務
め

た
後
、
前
原
さ
ん
は
こ
れ

ま
で
の
不
動
産
の
精
算
に

も
取
り
組
み
、
２３
年
２
月

に
完
了
。
開
拓
と
共
に
生

き
、
開
拓
の
終
着
ま
で
尽

力
し
て
き
た
。

様
々
な
困
難
に
見
舞
わ

れ
た
原
谷
の
戦
後
開
拓
に

は
、
今
も
多
く
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
展
示

に
は
多
く
の
人
が
来
場
し

た
。
５３
年
に
植
樹
し
た
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
メ
タ
セ
コ

イ
ア
は
現
在
も
立
派
に
咲

き
誇
り
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
「
区
民
の
誇
り
の
木
」

に
選
ば
れ
た
。
牛
が
草
を

食
む
光
景
か
ら
姿
を
変
え

て
も
、
原
谷
の
開
拓
の
足

跡
は
静
か
に
生
き
続
け
て

い
る
。

㈱
日
本
政
策

金
融
公
庫
は
３

月
１５
日
、
「
２３

年
１
月
消
費
者

動
向
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し

た
。
全
国
の
２０

〜
７０
代
の
男
女

２
千
人
か
ら
回

答
を
得
た
も

の
。「

経
済
性
志

向
」
は
３８
・
３

％
で
、
前
回
調

査
か
ら
２
・
２

㌽
上
昇
し
た
。
年
代
別
に
み

る
と
、
３０
代
が
４５
・
８
％（
５

・
６
㌽
増
）
で
最
も
高
く
、

次
い
で
２０
代
が
４５
・
１
％（
２

・
７
㌽
増
）
、
４０
代
が
４１
・

７
％
（
３
・
５
㌽
増
）
だ
っ

た
。
お
お
む
ね
若
年
層
ほ
ど

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
７０
代

以
外
の
す
べ
て
の
年
代
で
上

昇
し
て
い
る
。

「
簡
便
化
志
向
」
は
３５
・

２
％
で
、
１
・
４
㌽
上
昇
し

た
。
長
期
的
に
簡
便
化
志
向

は
右
肩
上
が
り
の
傾
向
。
年

代
別
に
み
る
と
、
２０
代
が
４４

・
０
％
（
９
・

６
㌽
増
）
で
最

も
高
い
。

「
健
康
志
向
」

は
３９
・
８
％
で

２
・
３
㌽
減
。

３
半
期
連
続
で

低
下
。
年
代
別

に
み
る
と
、
７０

代
が
６４
・
６
％

（
２
・
７
㌽
増
）

と
最
も
高
い
。

食
品
を
買
う
時
に
「
国
産

品
か
ど
う
か
を
気
に
か
け

る
」
は
６９
・
７
％
で
、
２
・

１
㌽
増
。

国
産
品
か
ど
う
か
を
気
に

か
け
る
理
由
は
、
「
安
心
・

安
全
だ
と
思
う
か
ら
」
が
７５

・
９
％
、「
お
い
し
い
か
ら
」

が
２６
・
１
％
、
「
国
産
品
を

食
べ
て
、
日
本
の
生
産
者
を

応
援
し
た
い
か
ら
」
が
２５
・

４
％
の
順
で
高
い
。
年
代
別

の
傾
向
を
み
る
と
、
図
１
の

と
お
り
。「
お
い
し
い
か
ら
」

は
若
年
層
ほ
ど
高
く
、
「
日

本
の
生
産
者
を
応
援
し
た
い

か
ら
」
は
６０
〜
７０
代
で
高
い

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

国
産
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

価
格
面
で
は
「
高
い
」
が
５６

・
５
％
（
４
・
４
㌽
減
）
、

「
安
い
」
が
５
・
３
％
（
２

・
８
㌽
増
）
。
安
全
面
で
は

「
安
全
で
あ
る
」
が
６５
・
２

％
（
４
・
２
㌽
増
）
と
な
っ

た
。
一
方
、
輸
入
品
へ
の「
高

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
高

ま
っ
た
。

「
日
本
の
将
来
の
食
料
輸

入
に
つ
い
て
」
は
「
あ
る
程

度
」
「
非
常
に
」
合
わ
せ
て

「
不
安
が
あ
る
」
は
７９
・
５

％
だ
っ
た
。
不
安
を
感
じ
る

理
由
は
図
２
の
と
お
り
。
国

際
情
勢
を
見
て
、
不
安
を
感

じ
る
人
が
大
半
を
占
め
た
。

国
産
食
品
へ
の
意
識
が
強

ま
り
、
積
極
的
に
国
産
食
品

を
選
ぶ
人
が
増
え
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

（
公
財
）
中
央
果
実
協
会

は
３
月
１５
日
、
「
果
物
の
消

費
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報
告
書
」
を
公
表
し
た
。

全
国
の
男
女
２
千
人
か
ら
回

答
を
得
た
も
の
。
現
状
で
も

摂
取
の
多
い
ミ
カ
ン
と
リ
ン

ゴ
が
、
今
後
摂
取
を
増
や
し

た
い
果
物
の
中
で
も
順
位
が

高
い
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

「
１
日
の
果
物
の
摂
取
量

が
現
状
で
あ
る
理
由
（
複
数

回
答
）
」
は
、
「
値
段
が
高

く
食
費
に
余
裕
が
な
い
か

ら
」
が
４７
・
８
％
（
２
・
９

㌽
増
）
な
ど
。
回
答
項
目
の

う
ち
、
「
最
も
当
て
は
ま
る

理
由
」
も
「
食
費
に
余
裕
が

な
い
」
が
３５
・
８
％
（
０
・

５
㌽
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
果
物
の
摂
取
頻
度
」は
、

表
の
と
お
り
。
月
１
回
以
上

は
、
ミ
カ
ン
、
リ
ン
ゴ
が
他

の
品
目
よ
り
高
い
。

「
摂
取
を
増
や
し
た
い
も

の
」
は
、
ミ
カ
ン
が
３２
・
４

％
（
３
・
１
㌽
減
）
、
リ
ン

ゴ
が
２８
・
１
％
（
０
・
５
㌽

減
）、
ナ
シ
が
２０
・
８
％（
０

・
８
㌽
増
）
な
ど
で
高
い
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
果
物
摂

取
の
変
化
」
は
、
「
増
え
た
」

が
８
・
４
％（
２
・
１
㌽
減
）。

年
代
別
で
は
、「
増
え
た
」は

２０
代
が
１１
・
６
％
で
他
年
代

よ
り
も
高
い
傾
向
だ
っ
た
。

「
増
加
し
た
理
由
」
は
、

「
お
い
し
い
か
ら
」
が
５２
・

６
％（
４
・
０
㌽
増
）、「
家

で
食
事
や
お
や
つ
を
食
べ
る

こ
と
が
増
え
た
か
ら
」
が
４７

・
４
％
（
２
・
６
㌽
減
）
、

「
健
康
増
進
の
た
め
」
が
４７

・
４
％
（
０
・
３
㌽
増
）
な

ど
で
多
か
っ
た
。

「
摂
取
量
が
増
え
た
果
物
」

は
、
リ
ン
ゴ
が
４６
・
８
％（
６

・
８
㌽
増
）
、
バ
ナ
ナ
が
４２

・
８
％
（
１
・
４
㌽
増
）
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
３７
・
６

％
（
８
・
６
㌽
増
）
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

白
河
館
の「
ま
ほ
ろ
ん
」で
、

特
別
展
示
「
古
代
ふ
く
し
ま

の
開
発
―
矢
吹
が
原
を
中
心

に
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

白
河
地
方
北
部
に
広
が
る

矢
吹
が
原
は
、
日

本
の
三
大
開
拓
地

の
１
つ
の
矢
吹
町

も
含
ま
れ
る
土

地
。
戦
後
開
拓
に

よ
り
現
在
の
田
園

風
景
が
生
ま
れ

た
。
矢
吹
町
の
公

式
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
開
拓
の

ま
ち
」
。
古
代
の

奈
良
時
代
の
「
墾

田
永
年
私
財
法
」
な
ど
の
開

発
奨
励
の
影
響
も
あ
っ
た
と

み
ら
れ
て
い
る
。

企
画
展
へ
の
来
場
者
も
矢

吹
町
の
人
々
が
多
く
、
矢
吹

町
か
ら
の
貸
与
で
展
示
し
た

戦
後
開
拓
の
記
録
の
展
示

を
、
来
館
者
は
熱
心
に
見
学

し
た
。

期
間
は
、
１
月
２１
日
〜
５

月
７
日
ま
で
で
、
３
月
２１
日

ま
で
の
予
定
が
延
長
と
な
っ

た
。戦
後
開
拓
に
縁
の
深
い
、

地
域
の
人
々
の
高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

それぞれの果物を食べる量・頻度
月
に
１
日
程
度
以
上
計

４１．６
２５．８
４５．７
２９．０
２８．８
１９．９
１１．０
２４．２
２９．７

２２．１
（公財）中央果実協会の資料から一部抜粋

２
〜
３
ヶ
月
に
１
日
程
度

２５．３
２３．３
２３．２
２８．７
３０．５
２９．７
１９．４
２１．０
２１．３

２５．４

月
に
１
日
程
度

１０．７
９．５
１２．９
１１．３
１１．６
８．７
５．２
８．１
１０．２

９．９

月
に
２
〜
３
日
程
度

９．９
８．１
１１．５
８．９
８．３
６．１
２．７
６．３
７．９

６．６

週
に
１
〜
２
日
程
度

１１．４
５．３
１１．１
６．３
６．８
３．８
２．１
５．７
６．７

３．７

週
に
３
〜
４
日
程
度

５．７
１．７
５．０
１．４
１．２
０．７
０．５
２．６
２．７

０．９

ほ
ぼ
毎
日

３．９
１．１
５．０
１．０
０．８
０．５
０．４
１．６
２．１

１．０

ｎ＝2062人
ミカン
その他の
カンキツ類
リンゴ
ブドウ
ナシ
モモ
オウトウ
（サクランボ）
カキ
キウイ
フルーツ
パイン
アップル

摂
取
増
や
し
た
い「
ミ
カ
ン
」ト
ッ
プ

７０
代
以
外「
経
済
性
志
向
」上
昇

コ
ロ
ナ
禍
摂
取
増
は
リ
ン
ゴ
が
多
く

国
産「
お
い
し
い
」は
若
年
層
で
高
く

写真提供 : 立命館大学北村順生教授

原
谷
の
開
拓
紹
介
、元
組
合
長
講
演
も

原
谷
の
開
拓
紹
介
、元
組
合
長
講
演
も

写
真
と
映
像
か
ら
学
ぶ
原
谷
の
歴
史
展

福
島
県
矢
吹
町
の
開
拓
を
伝
え
る

福
島
県
矢
吹
町
の
開
拓
を
伝
え
る

前原元組合長の講演を熱心に聴く来館者

古
代
ふ
く
し
ま
の
開
発
―
矢
吹
が
原
を
中
心
に

写真提供 : 福島県文化財センター白河館 福田秀生氏

原谷の開拓について学ぶ来館者の様子

戦後開拓の展示を見学する来館者の様子

京都京都



開 拓 情 報（5） 第780号 2023年（令和5年）4月15日（毎月１回１５日発行）

ニンジンは初期生育がゆるやかで、
雑草による生育抑制を受けやすいた
め、除草剤を使った雑草管理が必須で
ある。しかし、有機栽培では除草剤の
使用ができないため、代替技術を必要
とする。また、有機質肥料の適正な施
肥量も明らかにされていない。
そこで、新潟県農業総合研究所園芸
研究センター（聖籠町）は、春まき作
型での黒マルチによる除草作業の短縮
効果と適正施肥量を明らかにした。
〈試験１〉除草時間の削減効果
○方法○
試験は１９年度と２１年度に同センター
内のほ場（前作で除草剤・化学肥料使
用、標高約１０ｍ）で有マルチと無マル
チの２区を設け実施した。１９年は穴開
きマルチを使用し、株間１５㎝で４条植
えとし（２６６７株／１０ａ）、品種は「ひ
とみ五寸」と「アメリ」を供試した。
２１年度は手作業でマルチに植穴を開
け、株間１０㎝で３条植えとし（３０００株
／１０ａ）、品種は「エマ」を供試した。

は

無マルチは手押し播種機で、有マルチ
は手作業で播種を行った。
☆結果☆
畝に黒マルチをかけることで、無マ

ルチに比べ作業時間は増加するが、除
草時間はおよそ３０～５０％減少した（図
１）。しかし、マルチの展張や穴あけ、
手まきによる播種に要する作業時間は
増加した。
〈試験２〉有機栽培の施肥量と収量
○方法○
化成肥料標準量を対照区として、試
験区では発酵鶏ふんペレット（以下、
鶏ふん）の量をそれぞれ２段階で設定
し、収量と品質を調査した。
１９年度は化成肥料標準量区、鶏ふん

１．２倍量区、鶏ふん１．４倍量区の３区を、
２１年度は化成肥料標準量区、鶏ふん標
準量区、鶏ふん１．２倍量区の３区を設
け、センター内のほ場で試験を実施し
た。供試品種は、１９年度は「ひとみ五
寸」「アメリ」「エマ」を、２１年度は
「エマ」を用いた。収穫は１９年度が播
種１０５日後、２１年度が播種８２日後とし

た。また、すべての区に黒マルチを被
覆し、３粒まきを行い、播種後から５
月中旬まで不織布をべたがけした。
なお、１９年度の試験では黒マルチが
株立率に及ぼす影響も有マルチと無マ
ルチの２区を設け同時に調査した。
☆結果☆
黒マルチをかけることで畦内の乾燥
を防ぎ、株立率を向上させることが明
らかとなった（図２）。施用量の試験
では、鶏ふん１．２倍量及び１．４倍量は対
照区と比べて収量が同等だった（図
３）。品質は１．２倍量が対照区と同等だ
ったが、１．４倍量では対照区よりＡ品率

が低くなった。以上のことから、有機
質肥料として鶏ふんを使用する場合、
窒素成分量で化成肥料標準量の１．２倍
量程度が適当であることが明らかとな
った。
同センターはこの栽培法を導入する
際の留意点として、マルチを被覆する
時は土壌が十分に湿った状態で行うこ
とを挙げている。また、マルチを被覆
する場合、除草以外の作業時間と経費
が増えること、夏まき作型ではマルチ
を使用すると高温により発芽不良にな
りやすいため使わないことを推奨して
いる。

ハダニは世代時間が約１０日と短く、
新しい農薬が登場してもすぐに効かな
くなる。ナミハダニは効かない農薬の
種類が最も多く、数百種の作物を加害
する代表的な害虫である。
京都大学などの研究チームは、ハダ

い も

ニがチョウやガの幼虫（以下、芋虫）
の足跡を避けることを世界で初めて発
見した。同グループは、ハダニに比べ

てはるかに体が大きい芋虫が葉を食べ
る際にハダニやその卵ごと完食するこ
とに着目し、ハダニが芋虫を避ける術
を持っているはずだと予測し調べた。
カイコなど４種の芋虫にインゲンマ
メの葉面を歩かせた葉とそうでない葉
を並べ、２枚の葉の境界にナミハダニ
・カンザワハダニの雌成虫を入れた。
その結果、両種ともに芋虫の足跡を避

ける動きを見せ
た。また、カンザ
ワハダニがカイ
コの足跡を避け
る効果は２日以
上続くことも明
らかとなった。
さらに、別の試
験からは芋虫の
足跡の正体は化
学物質であるこ
とも判明した。これは、ハダニが同じ
草食性動物の足跡物質を避けることを
発見した世界初の事例であるという。
同グループは、今回確認された芋虫

の足跡物質は天然物質のため、利用す
れば人体や環境にやさしく、少量で効
果が長持ちするハダニ忌避剤の実現が
期待できるとしている。

農業を行う中では、多くの野生昆虫
が必要不可欠な存在として働いてい
る。特に花粉を運ぶ役割は非常に重要
だ。しかし、実際にどのような昆虫が
花を訪れ、花粉を運ぶのに役立ってい
るのかを把握している人は多くない。
そこで農研機構は、果樹・果菜の露
地栽培で安定した農業生産を継続して
いくために、利活用が望まれる野生花
粉媒介昆虫の調査方法をまとめた手順
書を公表した。同手順書を活用するこ
とで、農作物の受粉をどのような昆虫
に助けてもらっているのかを知り、見

分けられるよ
うになる。
また、解説
されている調
査法を用いる
ことで、花粉
媒介昆虫の種
類と量を他の
果樹園や畑と
比べたり、同
じ場所で年ごとの違いを調べたりする
ことができるようになるなど、農業経
営に活かすことができる。

サツマイモ基腐病は、茎葉の枯れ
死や塊根の腐敗を引き起こす病害
で、深刻な被害をもたらす。同病を
防ぐためには、病原菌を持ち込まな
い、増やさない、残さないことが重
要で、汚染の疑いがあるサツマイモ
から速やかに菌を検出する技術が必
要となる。
そこで農研機構は、同病を検出・
同定する技術を開発し、同技術の標
準作業手順書を公表した。手順書は、

同病の感染拡
大を防ぐた
め、茎や塊根
からＤＮＡを
抽出し、リア
ルタイムＰＣ
Ｒによって病
原菌を検出・
同定する方法
を記載。同病
の被害に悩む産地や侵入を警戒する地
域で遺伝子検査の手引きとして活用さ
れ、同病発生の早期発見・防除対策を講
じることで、被害の抑制が期待される。

有機ニンジン、除草軽減し株立ち向上
黒マルチ×発酵鶏ふんペレットで

試験の様子（１９年度）

写真提供 :新潟県農業総合研究所園芸研究センター

研究の概要（ハダニから見ると芋虫は「巨大災害」）ハダニが芋虫の足跡嫌うこと発見
夢のハダニ忌避剤に期待夢のハダニ忌避剤に期待

京都大学などの研究グループの資料から

果樹・果菜花粉の媒介昆虫利活用手順書公開
農研機構 受粉の助っ人を学ぶ

サツマイモ基腐病手順書公開
病原菌を検出・同定

農研機構の資料から

農研機構の資料から
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牛の出産では事故防止のため、昼間
きゅう じ

の分娩が望まれる。夜間給餌を行うこ
とで昼間の分娩が増える傾向がある
が、長時間労働のため、安価な自動給

餌機の導入が望まれている。
長野県畜産試験場は、一定のつなぎ
牛舎で利用できる、市販品よりも安価
な簡易ＴＭＲ自動給餌機を発案した。

～自動給餌機の仕様～
１頭ごとの飼槽に間仕切りが
あるニューヨーク式タイストー

ま

ルに設置できる。給餌容器と馬
せ ん ぼ う

栓棒の間に水平パイプを足すこ
とで、給餌容器への牛の衝撃を
防ぐことができる。また、手動
スイッチに切り替えると容器を
都合の良い高さに調節でき、掃
除を簡単に行える。

ひ も

給餌容器の底に付いた紐が巻
き上がり、逆さになってフタが
開いた容器から自動でＴＭＲが

出る仕組み。タイマーで制御
し、指定した時間帯に自動で
ＴＭＲを与えることができ
る。給餌のために逆さになっ
た容器は、ＴＭＲ排出後は自
動で逆回転して元の位置に戻
る。観音開きでフタが開くた
め、牛の盗食を防げる。
～夜間の自動給餌機活用に
よる分娩への影響～
分娩予定日の１４日前の乳牛

２４頭を供試。自動給餌機で２４
時に給餌する「試験区」に１２
頭、１９時に給餌する「対照区」
に１２頭を振り分けた。その結
果、試験区が９頭（７５％）、
対照区が６頭（５０％）昼間に
分娩し、試験区で割合が高かった。先
行試験でも試験区が６６％、対照区が
４７％と、試験区で昼間分娩が多かった。
生産者の夜中の負担を軽減するため
にも、夜間の自動給餌機の使用は有用

とみられた。現在は、コンフォート式
タイストールで移動式自動給餌器（台
車上に設置して動かす）の試験を実施
中。モーターと制御盤以外は、生産者
自身での作成も可能となっている。

経口投薬や体温測定のための牛の捕
獲・保定は作業に危険が伴う。
㈲あかばね動物クリニック（愛知県）
は、簡単に子牛を捕獲、保定できる

ず き ん

「らくらく頭巾」を０９年から作成、使
い勝手の検討を行った。現在も同頭巾

は現場で使われており、生産者や愛知
県の家畜保健衛生所から、「非常に便
利」との声が上がっている。
～使い勝手の検討～
９農場計８０頭を供試。延べ１００回の保
定を実証。牛の捕まえやすさをＡ～Ｃ

で評価した。３～６
ヵ月齢の牛を３頭セ
ットにし、頭巾・ロ
ープそれぞれで「捕
獲→保定→体温測
定」を実施。測定ま
でにかかる時間を比
べた。
頭巾は枠や持ち手
がステンレスで、写真（上・左）のよ
うな形。素材も洗いやすいポリエステ
ル製の暗幕を使っている。
～結果～
子牛の捕まえやすさは、「Ａ：かぶ
せるとほとんど動かなくなる」が６８％、
「Ｂ：かぶせても動き回るが捕獲が簡
単になる」が２８％と、効果が高かった。
また、捕獲者２人が行い比べると、頭
巾は１分半～２分４８秒、ロープは４分
３５秒～５分５５秒で、３分の１程度の時
間で捕獲できた。
らくらく頭巾の適応は２～６ヵ月齢
程度までで、体重２００㎏以上の牛には使
わない。軽く引っ張るようにして頭を

上向きにすると、牛の動きが止まりや
すい。また、広い場所では、なるべく
す み か ぶ

隅に追い込んで被せると動きが止まり
やすい。被せた後の予期せぬ動きには
注意が必要だが、捕獲時の危険や、ス
トレスの軽減が期待できる。

配合飼料価格の高騰は著しく、生産
者の大きな負担となっている。少しで
も飼料効率がアップすることが望まれ
ている。
栃木県畜産酪農研究センターは、先
行試験の結果から、去勢豚の方が雌よ
り夜間に多く飼料を食べて飼料効率を
悪くしていることに着目。夜間の飼料
給与を制限して、飼料の食べ過ぎを防
止。同等の枝肉成績を確保
しながら、飼料代を抑えら
れることを発見した。
試験には、肥育後期のＷ
ＬＤ種去勢豚１２頭を供試。
１６時１５分～翌日８時１５分に
給餌スペースの扉を閉めて
制限給餌する「試験区」に
６頭、不断給餌をする「対
照区」に６頭を配置した。
試験の結果は表のとお

り。対照区と同等の枝肉成
績、枝肉販売価額を確保しながら、夜
間制限給餌によって、５０７３円コストを
削減することができた。試験区の方が
粗利益が高く、生産費を削減できるこ
とが示された。

試験では同センターの「増体管理シ
ステム」を用いたが、飼料箱にフタを
被せるか飼料が出てくる場所をタイマ
ー式電源で閉じることなどにより、夜
間の制限が簡単に行えるとしている。

（一社）中央酪農会議は３月２９日、
「スゴいぞ！牛乳」世界記録挑戦イベ

み ぞ う う

ントを開催。酪農家が直面する未曾有
の危機を乗り越えることに役立とう
と、牛乳の消費を喚起するとともに、
その魅力を伝えた。
全開連を含む全国の酪農関係者がイ

ンターネットでつながり、「オンライ
ンで同時に乾杯した最高人数」の世界
記録に挑戦。見事、同時に３５７名が牛乳
で乾杯し、世界記録を更新した。
牛乳に注目が集まり消費が拡大さ

れ、少しでも酪農家の経営の改善につ
ながることが期待される。

オンラインでつながり、牛乳消費を応援するため
牛乳で乾杯する酪農関係者３５７名

写真提供：（一社）中央酪農会議

写真提供：あかばね動物クリニック

飼養成績（出荷日齢は両区とも１３９±０．４日）
対照区（ｎ

�

６） 試験区（ｎ

�

６） ｐ値
開始体重（kg） ６８．８±３．５４ ７２．８±２．６５ ０．２０
出荷体重（kg） １１０．１±３．９６ １０７．９±２．８５ ０．５３
増体量（kg） ４１．３３±１．４２ ３５．０８±１．４８ ０．０２
日増体量（kg／日） １．１５±０．０５ ０．９７±０．０４ ０．０２
飼料摂取量（kg／日） ３．８６±０．１３ ２．８９±０．１１ ＊
飼料要求率 ３．３７±０．１０ ２．９７±０．０６ ＊
平均値±標準誤差（＊：ｐ<０．０１）

枝肉成績
対照区（ｎ

�

６） 試験区（ｎ

�

６） ｐ値
枝肉重量（kg） ７３．０±２．４０ ７１．３±１．５９ ０．４３
枝肉歩留（％） ６６．４±０．５８ ６６．１±０．４４ ０．７６
背脂肪厚（cm） ２．５２±０．２０ ２．２０±０．１５ ０．２５
上物率（％） １７ ３３ ―
平均値±標準誤差

栃木県畜産酪農研究センターの資料から

簡易TMR自動給餌機の各部材の仕様

品 名 １頭分
（数量）

４頭分
（数量）

動

力

巻上モータ（ギアBOX付属）
３相２００Ｖ ０．２kw １ １

制御盤 １ １
巻上用パイプ φ３８．１㎜×
２．７８５ｍ ２ ３

φ３８用パイプジョイント １ ２
ナイロン紐巻取り用金属製空リ
ール １ ４

ナイロン紐 ３㎜ ２．５５ｍ １ ４
単管パイプ φ４８．６㎜×２ｍ ４ ４
単管パイプクランプ φ４８．６㎜ ６ ６

給
餌
容
器

ステンレス製給餌容器 ７０Ｌ，
４５０（Ｗ）×４２５（Ｈ）×４７６（Ｄ）
㎜，１０．７㎏

１ ４

単管パイプ φ４８．６㎜×２ｍ ７ ２２
単管パイプクランプ φ４８．６㎜ １５ ５７
コンパネ １ ４
インシュロック ４ １６

写真・表ともに長野県畜産試験場の資料から

簡易ＴＭＲ自動給餌機を発案
夜間の飼養管理省力化

子牛の捕獲を簡単に
「らくらく頭巾」活用で

去勢豚 夜間制限給餌でコスト削減
飼料食べ過ぎ防止で効率アップ

「
ス
ゴ
い
ぞ
！
牛
乳
」

イ
ベ
ン
ト
開
催

「
ス
ゴ
い
ぞ
！
牛
乳
」

イ
ベ
ン
ト
開
催

酪
農
関
係
者
で

世
界
記
録
に
挑
戦

上物１、中物３、並物２ 上物２、中物４

給餌スペースの入り口
に扉を設置し、給餌を
制限しました

給餌容器

巻上モータ（左）
と制御盤

枠の直径４５㎝枠の直径４５㎝

枠の太さ３㎜枠の太さ３㎜

柄の長さ２５㎝柄の長さ２５㎝
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肉質向上のために添加されるビタミ
ンやミネラルなどの中で、ビオチンは
安価で有望な資材である。先行試験（本
紙第７３３号で紹介）では、交雑種去勢牛
にビオチン４００㎎／日／頭を肥育中期
または後期以降、出荷までの期間に添
加することで肉質を改善する効果が確
認された。
千葉県畜産総合研究センター（八街
市）は、より効率的なビオチン添加方
法を検討するため試験を実施し、肉質
への効果を検証した。
《試験方法》
同センターで導入した交雑種去勢牛

１２頭を供試した。肥育前期（１１．０～１４．９
ヵ月齢）、肥育中期（１５．０～１９．９ヵ月
齢）、肥育後期（２０．０～２６．２ヵ月齢）と
設定。平均２６．２ヵ月齢でと畜した。肥
育試験は１９年７月から２１年１０月にかけ
て実施した。
試験区は、ビオチンを添加しない「対
照区」、肥育中期に添加する「中期区」、
肥育後期に添加する「後期区」の３区
を設定した。供試牛は黒毛和種（福増）
とホルスタイン種の交雑種去勢牛を用
いた。平均７．３ヵ月齢で導入し、１０．３ヵ
月齢時点で体重が各区で同等となるよ
う各試験区に４頭ずつ配置。ただし、
試験途中で四肢負傷により廃用となっ
た個体（後期区１頭）は除外した。
ビオチンは、４００㎎／日／頭をトップ

ドレスにより添加給与した。基礎飼料
の粗濃比は、肥育前期開始時に５：５、
中期開始時に１：９となるよう段階的
に濃厚飼料比を上げ、肥育後期から出
荷までを０．９：９．１に設定。濃厚飼料は、
TDN７２．０％以上、CP１２．５％以上の肉
牛肥育用の市販配合飼料、粗飼料は長
さ５㎝に切断した稲わらを給与した。
給与時間は午前９時と午後２時とし、
飽食で与えた。飼料給与量と残飼量か
ら摂取量を算出した。
体重は４週間隔で測定。試験終了後
と畜し、左半丸を食肉市場に搬入して
格付を受け、市場セリ価格から枝肉価
格を算出した。なお、全区でビタミン
Ａコントロールは統一し、１２～２１ヵ月
齢までとした。２１ヵ月齢からビタミン
Ａが微量添加された配合飼料（２５０ＩＵ
／㎏）を給与した。
《試験結果》
日増体量は試験区間に差はなかっ

た。飼料摂取量は、肥育中期では試験
区間に差はなかったが、後期と試験期
間全体では中期区と後期区が対照区と
比べ有意に多かった。
枝肉格付では、ビオチン添加区です
べて肉質が４等級以上となった（表
１）。枝肉重量や肉質の結果はすべて
の項目で試験区間に差はなかったが、
枝肉格付と同様に対照区の供試牛の間
でばらつきが大きく、他の２区では比
較的小さかった。対照区の枝肉格付等
級Ｂ３だった２頭はいずれも飼料摂取
量が少ない個体であったため、ビオチ
ン添加による飼料摂取量の増加が、枝
肉重量・きめ・締まり及び脂肪交雑を改

善し、枝肉成績が向上したとみられる。
枝肉販売価格は、中期区が約３万４
千円、後期区が約７万５千円それぞれ
対照区よりも高くなった（表２）。ビ
オチン添加代や添加に伴う飼料摂取量
の増加があるが、販売価格と飼料コス
トの差額は、中期区で約５千円、後期
区で約４万円それぞれ対照区より多く
なった。
今回の試験から、肥育中期と後期に
ビオチンを添加することで、枝肉成績
が向上することが示唆された。同セン
ターは、ビオチン添加は肥育後期５ヵ
月間の給与がより効率的であるとして
いる。

農水省は３月７日、２２年産の「飼料
作物の作付（栽培）面積及び収穫量」
を公表した。全国の飼料作物全体の作
付面積は、前年に続いて増加となった。
全国の飼料作物全体の作付面積は

１０２万６０００ha で、前年産に比べ２万
５０００ha（２％）増加した。これは、飼
料用米などの作付けが増えたためとみ
られている。田畑別では、田が２万８９００
ha（１１％）増の２９万９００ha、畑が３７００ha
（１％）減の７３万５１００ha だった。
【牧草】
作付面積は６２００ha（１％）減の７１万

１４００ha。主産地である北海道で、おお
むね天候に恵まれ生育が順調だったた
め、１０ａ当たり収量は３５２０㎏で前年産
を５％上回った。収穫量は１０８万４０００ｔ
（５％）増の２５０６万３０００ｔとなった。
都道府県別の収穫量割合は、全国の

７０％を北海道が占め、次いで鹿児島県
が５％、岩手県・宮崎県がともに４％
となっている。

【青刈りトウモロコシ】
作付面積は、８００ha（１％）増の９万

６３００ha だった。１０ａ当たり収量は５０７０
㎏で前年産を７０㎏（１％）下回ったが、
収穫量は４８８万ｔで前年産並み。
都道府県別の収穫量割合は、全国の

６４％を北海道が占め、次いで栃木県が
５％、岩手県・宮崎県がともに４％と
なっている。

【ソルゴー】
作付面積は、他作物への転換などが
あったことから５００ha（４％）減の１万
２０００ha となった。１０ａ当たり収量は
４１７０㎏で前年産を６０㎏（１％）上回っ
たが、収穫量は１万３６００ｔ（３％）減
の５０万７００ｔだった。近年、作付面積及
び収穫量は減少傾向で推移している。
都道府県別の収穫量割合は、宮崎県

２５％、長崎県１７％、鹿児島県１２％、大
分県・熊本県がともに７％と、この九
州５県で全国の６８％を占めている。

全開連
埼玉県出身

精一杯努めさせていただ
きますのでどうぞよろし
くお願いいたします。

全開連福岡事業所
福岡県出身

昨年入会しました。農家
巡回や素牛の選畜、枝肉
の販売立ち合いと様々な
経験をさせて頂いており
ます。一生懸命頑張りま
す。

全開連
東京都出身

少しでも早くなじめるよ
うに精一杯努めてまいり
ます。よろしくお願いし
ます。

全開連
埼玉県出身

職員としてはやくも一年
間勤めさせていただきま
した。まだまだ未熟者で
はございますが、今後と
もよろしくお願いいたし
ます。

全開連
東京都出身

早く仕事を覚えられるよ
うに頑張りたいと思いま
す。よろしくお願いいた
します。

全国開拓振興協会
神奈川県出身

昨年入会し、本紙５面と
７面を担当しておりま
す。皆様に有用な情報を
お届けいたしますので、
今後ともよろしくお願い
いたします。

表１ 枝肉成績
対照区 中期区 後期区 Ｐ値

格付け成績 Ａ５：１ Ａ５：１
Ａ４：１ Ａ４：２ Ａ４：２

Ｂ４：２
Ｂ３：２

枝肉重量（㎏） ５５４±２６ ５７１±３０ ５８１．３±２８ ０．５６
ロース芯面積（㎠） ６２．０±１０．３ ６２．８±３．８ ６９．７±１．２ ０．４２
バラの厚さ（㎝） ７．７±０．６ ７．６±０．５ ８．３±０．４ ０．３０
皮下脂肪厚（㎝） ２．２±０．７ ２．８±０．５ ２．３±０．５ ０．４９
歩留基準値（％） ７１．６±１．６ ７０．９±１．１ ７２．７±０．６ ０．３１
ＢＭＳ № ６．３±２．３ ６．３±０．８ ７．７±０．５ ０．５１
締まり ３．８±０．４ ４．０±０．０ ４．３±０．５ ０．５３
きめ ３．８±０．８ ４．０±０．０ ４．３±０．５ ０．５３
枝肉単価（円） １，４３５±２１０ １，４５７±８６ １，５０３±１５２ ０．８９
枝肉金額（円） ７９６，１４７ ８３０，３４２ ８７１，２９９
平均値±標準偏差

表２ 肥育コスト試算
対照区 中期区 後期区

摂取量（㎏）
稲わら ４０９．５ ４４１．０ ４４７．６
配合飼料 ３９２０．１ ４２２７．８ ４２９１．５
合計 ４３２９．６ ４６６８．８ ４７３９．１

金額（円）

売上 枝肉販売額 ７９６，１４７ ８３０，３４２ ８７１，２９９

費用 飼料費 ２９６，８８４ ３２０，１４５ ３２４，９６５
ビオチン添加代 ６，０００ ７，５００

差額 ４９９，２６３ ５０４，１９７ ５３８，８３４
㎏単価：稲わら６３．５円、市販配合飼料６９．１円、ビオチン１ｇあたり２．０円

写真・表ともに千葉県畜産総合研究センターの資料から
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去勢 ビオチン給与で肉質成績向上交交雑雑
去去勢勢 ビオチン給与で肉質成績向上
肥育後期への添加が効率的

後期区の枝肉

と み た ゆ う か

冨田 柚香
む ろ は し く る み

室橋 来実
た ば た さ や か

田端 紗香

み ず た じゅんい ち

水田 淳一
と き わ よ し き

常盤 芳紀
お お ぬ き わたる

大貫 航

２２年産 飼料作物面積２％増
飼料用米等の作付増加で
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

消費者庁は、１３年から放射能に対す
る消費者の理解増進を図るための調査
を行っている。
インターネットによる調査で、今年
は１月２０～２７日に行われた。調査対象
者は、被災地域（岩手県、宮城県、福
島県、茨城県）及び被災県産農林水産
物の主要仕向先県等（埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、愛知県、大阪府、
兵庫県）に居住する２０～６０代の男女
５１６７名。
食品の産地を気にする理由
食品を購入する際に産地を気にす

る、またはどちらかといえば気にする
と回答した人のうち、「放射性物質の
含まれていない食品を買いたいから」

と回答した人の割合は１０．５％（前年
１１．２％）と減少傾向にある。
購入をためらう産地
食品中の放射性物質を理由に購入を
ためらう産地を尋ねたところ、福島県
と答えた人の割合が５．８％（同６．５％）、
被災地を中心とした東北と答えた人の
割合が３．８％（同４．９％）と年々減少し
ている。
また、食品中の放射性物質の検査が
行われていることを知らないと回答し
た人の割合は、６３．０％（同５９．４％）と、
大きな変化は見られなかった。
風評を防止するために行うべきこと
「風評被害を防止し、売られている
食品を安心して食べるために、どのよ

うなことが行われるとよいと思うか」
を尋ねたところ、「それぞれの食品の
安全に関する情報提供（検査結果な
ど）」、「食品に含まれる放射性物質
に関する科学的な説明」及び「それぞ
れの食品の産地や産品の魅力に関する

情報提供」を求める回答が多かった（表
参照）。
やはり、積極的にデータを測定、公
表し、いかに被災地の食品が安全にな
っているか、アピールを行っていくこ
とが重要であろう。

人の動きが活発
になり、需要の
伸びに期待あり

３月は予想を上回って相場は上がっ
てきた。ゴールデンウィークを前に、
４月の中旬以降仕入れが活発化し、引
き合いは強くなるだろう。
輸入は前年より少なくなる見込み。
一方、４月の出荷頭数は全品種で増
加が見込まれることから、前年同月を
かなり上回ると予測される。
【乳去勢】３月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、９９７円（前年同月比９４％）と
なり、前月より５８円上げた。
【Ｆ₁去勢】３月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１４５８円（９５％）、Ｂ２が１３００円（９６％）
だった。前月に比べ、Ｂ３は８８円、Ｂ

２は１０８円いずれもかなり上昇した。
【和去勢】３月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価は、Ａ４
が２２７４円（前年同月比９５％）、Ａ３が
１９９８円（９１％）だった。前月に比べ、
Ａ４が８４円、Ａ３は４７円上がった。
【輸入量】農畜産業振興機構は４月
の輸入量を総量で４万９４００ｔ（前年同
月比８０％）と予測。内訳は、冷蔵品１
万７６００ｔ（８６％）、冷凍品が３万１８００ｔ
（７８％）。冷蔵品は、国内需要の低下
から、４月はかなり前年を下回るとみ
られる。冷凍品は、主要国である豪州
産、米国産等が少なく、前年同月を大
幅に下回ると予測した。
新型コロナの影響が弱まって、人の
動きが活発になってきているので、消
費も活発になると期待したい。また、
気温も例年以上に上がってきているの

で、焼き肉需要も早まる可能性がある。
一方、出荷頭数は全品種で前年より
増えるので、予想は困難な状況でもあ
る。
消費が増えて、価格的には強もちあ
いで推移するとみるのが妥当か。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、
同Ｂ３が１４５０～１５５０円、同Ｂ２が１２５０
～１３５０円、和牛去勢Ａ４が２３００～２４００
円、同Ａ３が２０００～２１００円での相場展
開か。

ゴールデンウィ
ークの需要に期
待が高まる

３月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５７４円（前年同月比
１１３％）、中物は５５８円（１１９％）となった。
前月よりそれぞれ１４円、１２円下がった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、４月は１３６万６千頭（前年同月比９９
％）と前年を下回って推移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による

と、４月の輸入量は総量
で９万６６００ｔ（前年同月
比８９％）の見込み。内訳
は、冷蔵品３万３１００ｔ
（８９％）、冷凍品６万３５００
ｔ（８９％）。冷蔵品は為
替の影響や主な輸入元で
ある北米の相場高止まり
等により、かなり前年同
月を下回る見込み。冷凍
品も欧州の現地相場の上
昇に加え、前年同月の輸
入量が例年より多かった
ことなどから、前年同月

を大きく下回る予測。
新型コロナの影響がかなり薄れてき
て、行楽地や街も賑わいが戻ってきた。
今年のゴールデンウィークの需要は期
待できそう。
出荷頭数が前年を下回り、輸入量も
前年を下回ることから、相場は強含み
で推移しそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５９０～６１０円、
中物は５５０～５７０円で推移か。

スモール価格の
上昇で、素牛価
格も強含みに

【スモール】３月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が５万４０８円（前年同月
比４８％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１０万３２８４
円（５９％）となった。前月に比べ、乳
雄は１万４３３０円の上げで、Ｆ₁も９３４２円
の上げとなった。
飼料費や生産資材の高騰により導入
を抑えていた肥育農家も、抑えてばか
りもいられず、買いが増えてきて、相
場は上昇が続く。
【乳素牛】３月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１５万５６６９円（前年同月比７０％）、Ｆ₁去
勢は３６万６４４４円（同９４％）だった。前月
に比べ、乳去勢は６１３５円下げ、Ｆ₁去勢
は４５３８円下げた。Ｆ₁去勢、乳去勢とも、
スモール価格の上昇に伴い、強含みの
展開になりそう。
【和子牛】３月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、６８万
６９７３円（前年同月比８７％）となった。
前月に比べ、２２６５円上げた。
和子牛も、スモール価格の上昇とと
もに相場の上昇は続きそう。生産費高
騰も続いているので、大幅な買いに入
るのは困難な状況。

３月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ７４６ ５１９ ３０１ ３０１ １５０，１４１ １５２，２６６ ４９９ ５０６
Ｆ₁去 １，８１４ １，７５９ ３３１ ３３４ ３６７，３３１ ３５７，４８２ １，１１０ １，０７０
和去 ２，２５８ ２，２３３ ３３１ ３３２ ７１６，０２７ ７０７，９９８ ２，１６３ ２，１３３

東 北
乳去 １ １２ ２７５ １７７ ５２，８００ ４０，７００ １９２ ２３０
Ｆ₁去 ３ １ ３３９ ３０１ ２０８，６３３ ２２１，１００ ６１５ ７３５
和去 ２，３８６ ２，０７０ ３１９ ３２０ ６８２，０９０ ６８１，００４ ２，１３８ ２，１２６

関 東
乳去 ６７ ６２ ２５６ ２８９ ２３２，５２７ ２８１，５２９ ９０９ ９７３
Ｆ₁去 １５３ １３０ ３４７ ３４９ ３７３，６２６ ３７４，７５３ １，０７７ １，０７４
和去 ７２１ ９８０ ３１８ ３１４ ６９５，７３８ ６８４，３８６ ２，１８７ ２，１７６

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ６６ ８９ ２９８ ２７８ ６８１，７００ ６６５，１０４ ２，２８８ ２，３９２

東 海
乳去 ８ ８ ２８３ ２９１ ２０２，６７５ ２０９，６８８ ７１６ ７２１
Ｆ₁去 ５７ ５４ ３１９ ３１５ ３３７，８１６ ３４８，２５２ １，０５９ １，１０６
和去 ４３２ ２３７ ２７９ ２６７ ７４１，４９７ ７２０，２６６ ２，６５７ ２，７０２

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ４１２ １２２ ２６０ ２５４ ７３９，９４７ ７６６，５７４ ２，８４１ ３，０１８

中 四 国
乳去 １０５ ６５ ２９０ ２７４ １４４，４２５ １４１，３２４ ４９８ ５１６
Ｆ₁去 ２４６ ２０１ ３２３ ３２７ ３５５，３６２ ３８３，９７７ １，１００ １，１７６
和去 ９０２ ４９９ ３００ ２９９ ６５１，４２９ ６４１，３３１ ２，１７１ ２，１４２

九州・沖縄
乳去 ８ １ ２９７ ２８６ １４０，９３８ ９０，２００ ４７５ ３１５
Ｆ₁去 ３８９ ７１ ３２１ ３２０ ３７１，９０２ ３９７，８５９ １，１５９ １，２４３
和去 １０，３３９ ７，５５８ ２９６ ２９５ ６７９，８９０ ６８０，９８８ ２，２９６ ２，３１１

全 国
乳去 ９３５ ６６７ ２９６ ２９５ １５５，６６９ １６１，８０４ ５２６ ５４８
Ｆ₁去 ２，６６２ ２，２１６ ３３０ ３３３ ３６６，４４４ ３６１，９０６ １，１１０ １，０８７
和去 １７，５１６ １４，１２５ ３０４ ３０６ ６８６，９７３ ６８４，７０８ ２，２６０ ２，２３８

注 : （独）農畜産業振興機構（alic）の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

表 風評を防止するため行うべきこと
（複数回答）

項目 人数（ｎ） 割合（％）
それぞれの食品の安全に関する情報提供（検査結
果など） 2,486 48.0

食品に含まれる放射性物質に関する科学的な説明 1,682 32.5
それぞれの食品の産地や産品の魅力に関する情報
提供 1,615 31.2

海外と比較し、厳しい安全対策を実施している旨
の内外への情報提供 1,393 26.9

マスメディア等を通じた個別の食品や食品全般に
ついてのＰＲ 1,276 24.7

産品に触れる機会の増加（実際に購入できる機会
の増加） 1,083 20.9

何をやっても安心できるとは思わない 764 14.8
その他 95 1.8

消費者庁資料より

放放放射射射性性性物物物質質質へへへののの風風風評評評弱弱弱まままるるる
食品の安全性を発信し続けることが大事
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